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2014年 活断層フォトコンテスト 
―入賞作品発表― 

最優秀賞（1作品） 
・「海から生まれた房総の大地」宍倉正展・茨城県 
 
優秀賞（2作品） 
・「地震時に隆起した震源域直上の島」西村裕一・北海道 
・「1923年9月1日の隆起 その２」渡辺満久・東京都 
 
入賞（7作品） 

・「パプアニューギニア、ヒュオン半島のサンゴ礁段丘群」太田陽
子・東京都  

・「折れ曲がる地層」田近 淳・北海道  

・「断層とその修復」石塚 登・神奈川県  

・「海に戻った田園地帯」千葉達朗・東京都  

・「国内最大級の市之瀬逆断層：逆傾斜の高位段丘と中・低位段
丘」豊蔵 勇・愛知県  

・「Mw6.7でもこんなにハッキリと隆起！」宍倉正展・茨城県  

・「2007年7月16日中越沖地震」渡辺満久・東京都  
 
特別賞（１作品） 
・「北武断層帶」蟹江康光・神奈川県  
 

日本活断層学会 主催 
普及教育委員会 活断層百選委員会 実施 



 今年の応募総数は66作品で、そのうち特別企画「地震に関係した
隆起または沈降海岸地形」が43作品と全体の３分の２を占め、多く
の力作が寄せられました． 

 断層活動によって生じた段丘面は、観光地にあることが多く、一
般の人々も気づかないうちにその上に立っていることがあります。
最優秀賞の宍倉さんの房総半島南端の作品や優秀賞の渡辺さんの江
ノ島の作品などは、一般の人々にも「あの海岸は大正関東地震で隆
起した場所だったんだ」と大地の動きを身近に感じさせることで
しょう。 

 また、地震発生直後に行かないと撮影できない生々しい写真も
あって、撮影状況などを思い描きながらの充実した選考会となりま
した。来年も、今回のような見応えある作品の応募を期待します。 

総評 審査委員長写真家 白尾元理氏 

注：本フォトコンテスト結果内の写真と作品説明・位置図などの著作権は，日本活断層学会応募者に
あり、また講評は当学会に著作権がありますので、これらを活断層の普及・教育に活用していただく際、
応募者名と日本活断層学会・活断層フォトコンテストの作品から引用したことを明記してくださるようお
願い致します。無断での引用・使用はお断りいたします。なお、連絡先は、danso100sen@gmail.com

です。 

活断層百選専門委員会では、今後、各入賞作品の撮影箇所を示した地形図や既往の
活断層分布図などが準備できた段階で順次掲載しく予定です。 
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最優秀賞 「海から生まれた房総の大地」4枚組写真 
宍倉正展・茨城県 

千葉県館山市周辺（1：洲崎） 

作品説明 

房総半島南部は1923年大正関東地震をはじめ、相模トラフ沿いを震源とする巨大地震に
よって、過去からくり返し隆起してきた。そのたびに海岸は離水して段丘を形成し、新たな
大地が生まれてきた。本作品はその様子を上空からおよび地上から撮影し、組写真で表現し
た。 
 1と2は上空から完新世海岸段丘全体が観察できる様子を洲崎および西川名から撮影してい
る。3、4は見物海岸を撮影している。3は上空から撮ったものであり、そのちょうど真ん中あ
たりにある岩礁で撮影したのが4である。ここでは1923年大正と1703年元禄の2回の歴史地震
で隆起した段丘が明瞭に観察できる。ちょうど春の大潮の干潮時に撮影しており、現成の波
食地形もよく観察できる。 

講評 

 房総半島南部の州崎周辺の隆起海岸をテーマにした組写真です。まず西からの空撮で州

崎全体を示し、次に南北２枚の空撮で段丘面の発達のようすを示しました。低空からのわ

ずかに下向きのカメラアングルは段丘面をわかりやすく見せるのに効果的でした。南向き

の空撮には地上写真の撮影場所が写っています。地上写真では３段の段丘面が明瞭で、現

地に立つとこんな風に見えるのかと実感できます。４枚の写真の組み方に無駄がなく、そ

れぞれが美しく科学的な意味付けが整理されており、最優秀賞にふさわしい作品です。 



千葉県館山市周辺（3：見物海岸） 

千葉県館山市周辺（2：西川名) 

千葉県館山市周辺（4：見物海岸） 



優秀賞 「地震時に隆起した震源域直上の島」 
西村裕一・北海道 

活断層名：2007年ソロモン諸島地震の断層     ソロモン諸島、ラノンガ島、ケアラの海岸 

作品説明 

 2007年4月２日（現地時間）、ソロモン海プレートと太平洋プレートの境界でマグニチュー

ド８の地震が発生した。断層の境界がラノンガ島とシンボ島の間にあったため、ラノンガ島

は島全体が最大3.3m隆起、わずか9kmしか離れていないシンボ島は1mほど沈降した。写真はラ

ノンガ島の南西岸、ケアラという集落に面した海岸。ここは約2m隆起し、珊瑚礁が海上に露

出した。撮影日した４月１７日には、珊瑚は形状を留め、魚の死骸も残っていた。写真の左

奥が3.3m隆起した島の南端部で、右奥の島が沈降したシンボ島である。この地震では津波が

発生し、シンボ島などでは壊滅的な被害が生じ、一方、ラノンガ島は隆起したこともあって

被害はほとんどなかった。〔東経：156°33.673’南緯：8°7.667’〕 

 

講評 

 インパクトのある作品で、どうして珊瑚礁が陸上にあるのだろうかと見る人を驚かせ

ますが、解説文を読むとその理由がわかります。地震発生からわずか２週間で現地に行

くのは苦労が多かったと思いますが、撮影者の意気込みを感じさせる作品です。 

  



優秀賞 「1923年9月1日の隆起（2）」 
渡辺満久・東京都 

神奈川県藤沢市江の島 

講評 

 江ノ島の南西にある関東大震災を引き起こした地震による隆起です。評者は江ノ島に

こんな場所があるとは知りませんでした．昨年11月下旬の撮影ですが、澄んだ青空のも

と、富士・箱根・伊豆の山々も写し込まれ、現地に行ってみたくなる作品です。 

作品説明 
神奈川県江ノ島海岸である。本地域では、1923年の関東地震の時に地震性隆起によって離水ベン
チが形成されたと言われている。ただし、現在でも波をかぶる高度にあるので、「歴史記録」がな
いと「離水ベンチ」であることに反対する研究者がいたかもしれない。なお、最近では、1923年以前
に「離水していた」という見解も表明されているようである（松田時彦先生、私信）。 
東経：139°28′29″ 北緯： 35゜17′53″ 
 



入賞 「パプアニューギニア、ヒュオン半島のサンゴ礁段丘群」4枚組写真 
太田陽子・東京都 

講評 

 ヒュオン半島の海岸段丘は世界でも屈指のもので、太田さんの撮影された写真はすで

に単行本や論文で紹介されており、評者の記憶にも鮮明に残っています。20年以上前に

フイルムで撮影されたものですが、褪色などの写真の劣化が心配です。貴重な写真はス

キャナーでデジタル化し、今後も活用できるようにすることを勧めます。  

Ａ：更新世後期の段丘群。地震隆起を示す多数の段丘の存在 

テワイ川河口付近の隆起三角州と多数のサンゴ礁段丘群。川沿いでの露頭で
は三角州の内部構造がみられる 



完新世サンゴ礁段丘と隆起ノッチ 

地震性隆起を示す完新世段丘群 



入賞 「折れ曲がる地層」 
田近 淳・北海道 

活断層名：問寒別断層帯１線川断層北方延長部                  北海道幌延町 

作品説明 

2007年に北大地震火山センターと道立地質研が実施した，問寒別断層のトレンチで現れた
逆断層．更別層の層面すべり断層であることが判る．上盤はきれいに「く」の字に折れ曲
がっている． 

講評 

 今回はトレンチの作品応募が少なく、田近さんの作品の他もう１点あるだけでした。

典型的なトレンチの写真で、地層が左側からのし上がったことがよくわかります。1mご

との糸がよいスケールになります。人の立ち位置は右側の方がよかったと思います。左

隅でピントが甘いのが残念。 



入賞 「断層とその修復２」2枚組写真 
石塚 登・神奈川県 

活断層名：井戸沢断層           福島県いわき市田人町黒田塩ノ平 

作品説明 

 Ａ：2011年4月に発生した福島県浜通地震によってこの地域の井戸沢断層に沿う地形の変動

を生じた。その際塩ノ平に通じる道路を横断する落差2ｍにも達する正断層を生じた。道路の

左 右に も明確 な断層 崖の 連続が 確認で きた 。〔 東 経： 140°41′12.45″ 北緯 ：

36°59′41.18″〕 

 Ｂ：断層発生から2.5年経過した今日、道路はすっかり修復され平穏な日常の風景である。

しかし、ここに至るまでの官と民の努力があってこそと思われる。 

講評 

 2011年４月11日に発生した福島県浜通地震によってできた地震断層の１週間後と２年半

後をほぼ同じ位置からとらえています。新たに敷かれたアスファルトや左側の断層崖から

どのように道路が修復されたかがわかります。道路を切る地震断層は変位が明瞭ですが、

すぐ修復されてしまうので素早い対応が必要です。 



入賞 「海に戻った田園地帯」２枚組写真 
千葉達朗・神奈川県 

宮城県石巻市谷地中 

作品説明 

 2011.3.11の地震では、新北上川（追波川）沿いに津波が遡上し、長面地区や谷地中地区の

広い範囲が水没し、海のようになった。これは、広域の地殻変動に伴う沈降と、津波による

地盤侵食の影響と考えられる。満潮時には、完全に海とつながり、青々とした海面が広がり、

かつて水田が広がっていたところとはとても思えない。望遠の写真で、対岸にみえる北上総

合支所は、想定宮城県沖地震のシミュレーション計算による津波到達高度よりわずか50cm高

い地点に作られたバリアフリーの施設で、津波の避難所として50名以上の人が避難していた。

津波は木造2階建ての施設を超える高さであったため、ここでの生存者は5名以下であった。

〔東経： 141.434526 北緯： 38.55505〕 

 
講評 

 今回の入選作品の中で、地震に関係した沈降をとらえた唯一の作品です。沈降地形は水

没してしまうのでわかりにくいのですが、中央の水門の手前が沈降・水没した水田で、そ

の奥が新北上川のようです。本作品の場合は、望遠レンズで撮影した１枚のみでの応募が

よかったと思います。 



入賞 「国内最大級の市之瀬逆断層：逆傾斜の高位段丘と中・低位段丘」２枚組写真 
豊蔵 勇・愛知県 

糸静線活断層系 市之瀬断層          山梨県南アルプス市市之瀬 

作品説明 

市之瀬断層は，糸魚川―静岡構造線活断層系の南端部の断層帯で，甲府盆地の西縁部を南

北に延び、南アルプス市市之瀬付近に広がる市之瀬台地の脚部を通る。「あやめが丘」住宅

地をのせるこの台地・高位段丘面は上流側に向き逆傾斜している．1枚目のあやめが丘住宅地

とその向こうに広がる甲府盆地の写真は，あたかもジャンプ台を見ているようで，逆断層運

動が極めて活発であったことを如実に示す．また，2枚目の写真は，高位面が水平の水田とほ

ぼ平行であるのに対し，中位段丘面と目前の道路面の低位段丘面は共に下流に急傾斜し，し

かも比高が顕著であることがわかるので，それ以降も断層運動が活発であったこと示す． 

講評 

 甲府盆地西縁の市之瀬断層の撓曲崖上にある住宅地を撮影した作品です。上方からの写

真では高台の上に並んだ住宅地に陽が当たって印象的ですし、下から撮影した写真では撓

曲崖の比高などがよくわかります。ところで、住宅地の住人はA級活断層の直ぐそばに住ん

でいることを知っているのでしょうか。 



入賞 「Mw6.7でもんなにハッキリと隆起！」 
宍倉正展・茨城県 

2007年能登半島地震によって隆起した海岸               石川県輪島市門前町赤神 

作品説明 

2007年能登半島地震は，局所的に被害をもたらしたものの，気象庁マグニチュードでMj6.9，
モーメントマグニチュードでMw6.7と中規模に部類される地震であった．規模は中程度であっ
ても，震源断層が陸域から海域にかけて延びていたことから，目に見える形で海岸の隆起を
伴った．本作品は輪島市門前町の赤神海岸において観察された隆起の様子である．岩礁には，
地震前まで平均海面付近を上限として固着していた石灰藻が，隆起によって離水し，赤茶け
た基盤岩と明瞭なコントラストをなしている．スタッフの目盛りからも読み取れるように，
およそ50 cmの隆起が生じたことが分かる（ほぼ中等潮位時に撮影）．なお，本作品に関連す
る論文として，Shishikura et al. (2009; GRL)がある． 

講評 

 2007年3月25日に起こった能登半島地震に伴う隆起です。作品名と写真を見ると何が起

こったか一目瞭然です。石灰藻が示すかつての海水面、標尺や人物の配置などがバラン

スよく配置されています。ヘルメットや人物の左側に色収差によるマゼンタのフリンジ

が目立ちますが、フォトショップなどのソフトで簡単に消すことができます。 



入賞 「2007年7月16日中越沖地震」 
渡辺満久・東京都 

新潟県柏崎市 

作品説明 

 1997年7月16日に発生した中越沖地震は、柏崎周辺の海岸部を数cm～10数cm隆起させた。本

写真は、柏崎市高浜における、地震直後の砂浜海岸の様子である。地震時に隆起があったた

め、バームがその後の波蝕を受けて、比高15 cm程度の低崖が形成されていた。 

 

講評 

 宍倉さんの入選作品の４か月後にその近くで起こった地震による隆起をとらえた作品

です。岩石海岸では何十年も隆起の跡が残りますが、このような砂浜海岸では１か月も

すれば潮の満ち引きや雨風でわからなくなってしまいます。この作品は地震の数日後の

撮影で、迅速な調査の産物です。 



特別賞 「北武断層帶」 
蟹江 康光・神奈川県 

活断層名：三浦半島断層群 北武断層帶      東京湾南西部上空（橫須賀市野比海岸）           

作品説明 

三浦半島断層群の北武断層は，分布・活動様式・活動間隔が解明されている活動度A 級の

活断層である。三浦半島の空撮は，2006 年より，NPO 法人「PPG 湘南平塚」との協働事業で

行われている。〔東経：139°42.43’北緯：35°13’N〕 

注：本作品は、日本活断層学会秋季学術大会にて、入賞しなかった作品を対象にした大会参加
者の投票で選ばれたものです。そのため、審査委員長による講評はありません。 
本特別賞作品は、昨年の優秀賞作品「海に延びる南下浦断層」三浦半島活断層調査会・神奈川
県に引き続くものです（当学会ホームページ「活断層百景」を参照ください）。パワードパラ
グライーダーならではの横ずれ変位地形が良く俯瞰できます。 


